
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁

今号の内容

３月

６月

１２月

９月

議
会
費
の
一
部
を
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
・・
２

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
・
３
～
８

議
案
に
対
す
る
質
疑 

・
・
・
・
・
・
９
～
11

常
任
委
員
会
・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・
・
・
12
～
13

特
別
委
員
会 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14

議
案
等
の
議
決
結
果
・
・
・
・
・
・
14
～
15

５
月
臨
時
会
（
議
案
等
の
議
決
結
果
）・
・
・
15

７
月
臨
時
会
（
議
案
等
の
議
決
結
果
）・
・
・
15

市
民
の
声
・
9
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・・
16

６

月
定
例
会

議
員
本
人
が
執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
９
月
１
日
発
行

夏の思い出〈令和元年8月3日撮影〉

撮影者：倉吉市　森脇登美子さん
撮影者からひとこと：打吹まつりの暑い日にいきいきと元気な子どもたちがとてもよかったです。

１4
　ご応募ありがとうございました。

　今年は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、打吹まつりな

どいろいろなイベントが中止になってしまいました。来年は安

心して集まれるといいですね。

　倉吉市議会だより「白壁」では、表紙写真を募集

しています。あなたの写真で表紙を飾りませんか。

たくさんのご応募お待ちしています。詳細は13ページ
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説明

を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。

　倉吉市議会では、基本的に１人あたりの質問時間は２５分です。

６月

令和２年

第５回

定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。
一般質問通告一覧表より
【通告とは？】

　本会議で発言しようとする議員

は、あらかじめ議長に対して質問

する項目を明らかにするために、

文書で通告を行います。この文書

を「質問通告書」と言います。

　なお、この通告一覧表は定例会

開会日のおおむね２週間前に倉吉

市ホームページに掲載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

く
ら
よ
し

丸田 克孝
◎ コロナウイルスについて

◎ 災害時の避難所について

藤井 隆弘

地域のあり方に関する方針（案）につ

いて

◎ コロナ下の新しい生活様式について

大津 昌克

教育委員会制度について

高校生通学助成について

倉吉市未来いきいき総合戦略について

◎
新型コロナウイルスに関する経世済

民(経済)政策について

福谷 直美

◎
コロナの経済対策にPFI活用による

公共工事発注について

災害時における避難所のコロナ対策

について

◎
メガソーラーパーク倉吉ゴルフ倶楽

部事業者との防災に対する協定書に

ついて

◎ 県立美術館整備の進捗状況について

大月 悦子

新型コロナウイルス感染症の拡大に

関する人権への配慮について

◎
新型コロナウイルス感染症の拡大に

おける高齢者対策について

今後の避難所運営についての対策に

ついて

新
政
会

福井 康夫

新型コロナウイルス感染症対応につ

いて

◎ 関金町の振興対策について

竺原 晶子

特別定額給付金について

地方創生臨時交付金について

◎
小中学校のオンライン授業の課題に

ついて

グリーンスコーレせきがねについて

坂井 徹 ◎
打吹地区を中心とした観光と居住環

境の共生したまちづくりについて

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同

山口 博敬

コロナウイルス対策について

◎ 教育対策について

◎ 農業振興について

鳥羽 昌明 ◎ 新型コロナ対策について

鳥飼 幹男 ◎
コロナ感染症「地方創生臨時交付金」

の活用について

く
ら
よ
し
創
生

佐々木 敬敏

農業振興について

市の所有する施設について

◎ 防災について

米田 勝彦

◎
コロナ禍での各種支援金に対する市

の対応について

健康対策について

災害用備蓄品の取り扱いについて

雇用対策について

◎ テレワーク環境の整備について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎
新型コロナ問題の中での市民の現状

と支援・対策について

◎ 倉吉市災害ハザードマップについて

地球の気候危機の取組みについて

保育園廃園問題、小学校統合問題に

ついて

議会費の一部を

新型コロナ対策に

　新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた対応につきまして、

これまでの市当局の迅速な対応に敬意を表します。

　新型コロナウイルス感染症については、緊急事態宣言の解除

後も、東京を中心に感染者数が増加の一途をたどっており、鳥

取県内でも、７月２日に新たに１名の感染者が確認され、鳥取

県版新型コロナ注意報が県東部地域に発令されたところです。

　さて、本市の状況を見ましても、休業による収入の減少、外

出やイベント等の自粛による経済活動の低迷など、市民や事業

者の生活は深刻な状況にあり、今後も継続的な支援が必要と考

えています。

　このような中、市議会としても新型コロナウイルス感染症対

策に係る財源の一助となるよう、７月３日開催の会派代表者会

において、今年度の委員会等の視察旅費の執行を伴う行政視察

を中止することの確認を行い、議会費を減額して新型コロナウ

イルス感染対策事業の財源の一部として活用されるよう市長に

申入れを行うことを決定しました。

　市長におかれましては、この減額した財源について、深刻な

影響を被っておられる市民や事業者の皆さんに対する市独自の

支援策に充てられるよう申し入れます。

倉吉市長　石田　耕太郎　様

令和２年７月８日

倉吉市議会議長　伊藤　正三　

新型コロナウイルス感染症対策に係る

議会費活用について（申入れ）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
係
る
議
会
費
の
活
用
に
つ
い
て

市
長
へ
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
経

済
活
動
の
低
迷
や
、
観
光
業
へ
の
影

響
、
活
動
の
自
粛
な
ど
、
市
民
や
事

業
者
の
生
活
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

今
後
も
継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
倉
吉
市

議
会
で
は
今
年
度
の
議
会
費
の
一
部

を
減
額
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
の
財
源
の
一
部
と

し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
７
月
８
日

（
水
）
に
伊
藤
正
三
議
長
、
福
井
康
夫

副
議
長
か
ら
石
田
耕
太
郎
市
長
に
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
減
額
の
予

算
は
５
５
９
万
円
で
す
。

　伊
藤
議
長
は
「
減
額
し
た
お
金
は

特
に
使
い
道
を
限
定
せ
ず
市
で
有
効

に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
石
田

市
長
に
伝
え
、
申
入
れ
書
を
受
け
取
っ

た
石
田
市
長
か
ら
は
「
減
額
さ
れ
た

趣
旨
は
理
解
し
た
。
市
で
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　倉
吉
市
議
会
は
、
今
後
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
る
市
民
の
皆
様
の
支
援
に
向
け
、

万
全
の
態
勢
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2020.9 （2）
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【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　
無
…
無
所
属

県
知
事
は
６
月
分
給
与
を
返
上

し
た
。
私
は
議
員
期
末
手
当
を

返
上
し
た
い
。
条
例
改
正
（
案
）

の
提
案
を
希
望
す
る
。

※
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
。

訪
問
活
動
の
自
粛
も
あ
り
健
康

状
態
の
把
握
が
困
難
で
、
機
能

低
下
の
不
安
の
声
が
あ
っ
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
市
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
を
活
用
し
て

各
種
相
談
窓
口
や
、
自
宅
で
で

き
る
運
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
報
に
フ
レ
イ
ル
対
策

に
つ
い
て
掲
載
し
た
。
な
ご
も

う
会
で
は
職
員
が
電
話
や
訪
問

で
健
康
状
態
を
確
認
し
、
脳
ト

レ
や
運
動
な
ど
を
紹
介
、
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
た
。

今
後
は
更
に
フ
レ
イ
ル
対
策
の

た
め
、
今
年
度
か
ら
、
サ
ロ
ン

や
集
い
の
場
で
フ
レ
イ
ル
診
断

を
行
い
、
予
防
対
策
が
で
き
る

取
り
組
み
を
行
う
。

く

く

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
世
済
民

（
経
済
）
政
策
に
つ
い
て

■ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
お
け
る
高
齢
者
対
策

に
つ
い
て

問

答

※ フレイル…健康な状態と要介護状態の中間。加齢に伴う体重や活動量の減少、筋力の低下

が起こってストレスに弱くなった状態のこと。

※ 議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。

掲載は、質問順です（頁ごと、上から）。

市政の課題を洗い出し、 

解決策を探る
　令和２年６月第５回倉吉市議会定例会が、令和２年６月８日（月）から６月

２２日（月）まで開催され、一般会計補正予算などが審議されました。

　会議録（質問・答弁など）は市立図書館でご覧になれます。

　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホームページからご利用できます。

倉
吉
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
取

り
組
み
は

宿
泊
業
・
飲
食
業
へ
の
対
策
と

し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
観
光
振
興

券
を
発
行
す
る
。
ま
た
、
倉
吉

市
版
経
営
持
続
化
支
援
事
業
の

取
り
組
み
な
ど
を
市
報
臨
時
号

で
案
内
す
る
。

災
害
時
の
避
難
所
、
避
難
方
法
は

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
の
対

策
は
検
討
し
て
い
る
。
避
難
所

の
増
設
は
必
要
で
あ
り
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
自
宅
の
状

況
を
認
識
し
て
、
親
戚
・
知
人

宅
ま
た
は
自
宅
の
２
階
へ
の
避

難
も
必
要
だ
と
思
う
。

非
接
触
型
体
温
計
配
布
先
の
優

先
順
位
が
大
切
で
あ
る

聞
き
取
り
を
す
る
中
で
、
困
り

具
合
を
聞
い
て
い
る
。
社
会
福

祉
施
設
に
関
し
て
も
同
様
で
あ

る
が
、
徹
底
し
て
い
な
け
れ
ば

確
認
す
る
。
必
要
な
と
こ
ろ
に

必
要
な
も
の
が
届
く
よ
う
配
慮

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
た
い
。

市
職
員
の
在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ

ト
ワ
ー
ク
の
状
況
を
伺
う

在
宅
勤
務
は
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
が
あ
り
導
入
し
て

い
な
い
が
、
今
後
の
課
題
で
あ

る
。
使
用
し
て
い
な
い
東
庁
舎

を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

く

く

丸
ま る た

田 克
か つ た か

孝
Maruta Katsutaka

■ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

■
災
害
時
の
避
難
所
に
つ
い
て

■ 

コ
ロ
ナ
下
の
新
し
い
生
活
様
式
に
つ
い
て

問

問問

答

答答

問答

藤
ふ じ い

井 隆
た か ひ ろ

弘
Fujii Takahiro

大
お お つ

津 昌
ま さ か つ

克
Otsu Masakatsu

必
要
な
事
業
の
予
算
確
保
に
努

力
し
た
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て

は
早
急
に
判
断
し
、
方
向
づ
け

を
し
た
い
。

覚
書
に
災
害
防
止
維
持
管
理
協

議
会
の
設
置
、
市
民
か
ら
の
申

し
出
へ
の
対
応
、
緊
急
連
絡
体

制
、
立
入
調
査
へ
の
県
職
員
の

同
行
な
ど
を
記
載
す
る
予
定
。

庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
周
辺
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。

Ｐ
Ｒ
缶
バ
ッ
ジ
も
気
軽
に
利
用

し
て
ほ
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
形

で
美
術
館
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

く 福
ふ く た に

谷 直
な お み

美
Fukutani Naomi

■ 

コ
ロ
ナ
の
経
済
対
策
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ

活
用
に
よ
る
公
共
工
事
発
注
に

つ
い
て

■ 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
倉
吉
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
事
業
者
と
の
防
災

に
対
す
る
協
定
書
に
つ
い
て

■ 

県
立
美
術
館
整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

答答答

大
お お つ き

月 悦
え つ こ

子
Otsuki Etsuko
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【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　
無
…
無
所
属

浸
水
深
想
定
表
示
板
の
設
置

は
、
私
が
昨
年
の
議
会
で
市
長

に
提
案
し
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
た

い
と
の
答
弁
を
得
た
。

県
中
部
の
道
の
駅
は
、
ほ
ぼ
浸

水
・
土
砂
災
害
の
想
定
エ
リ
ア

外
で
あ
り
、
広
域
避
難
・
車
中

泊
な
ど
も
推
進
す
べ
き
で
は

本
市
は
大
雨
洪
水
リ
ス
ク
に
弱

い
地
形
で
あ
る
。
避
難
場
所
も

確
保
し
に
く
く
、
広
域
的
な
避

難
も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
幅

広
く
選
択
肢
を
持
ち
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

関
金
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整

備
を

国
の
２
次
補
正
予
算
で
未
整
備

地
域
へ
の
補
助
金
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
活
用
を
含
め
て
検
討
し

た
い
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
案
内
状

況
は

休
校
前
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
一
覧
に

し
、
家
庭
に
案
内
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
応
で
き

る
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改
善

要
望
を

Ｔト

リ

キ

ョ

ー

ネ

ッ

ト

ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ｙ
ｏ-

Ｎ
ｅ
ｔ
は
県

庁
の
情
報
政
策
課
が
管
理
。
県

の
ル
ー
ル
の
中
で
使
え
る
も
の

を
探
し
な
が
ら
準
備
を
始
め
た

い
と
、
県
と
や
り
取
り
を
始
め

て
い
る
。
学
校
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
授
業
は
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
よ
り
、

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
入

れ
ば
、
授
業
は
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
教
員
の
研
修
も

含
め
て
努
力
し
た
い
。

小
中
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
方
向
性
は

子
ど
も
の
集
中
力
、
ト
ラ
ブ
ル

対
策
の
点
な
ど
の
課
題
が
多
い

が
、
将
来
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

環
境
の
整
備
が
欠
か
せ
な
く
、

県
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

ト
マ
ト
水
耕
栽
培
施
設
の
民
間

へ
の
払
い
下
げ
、
ま
た
は
譲
渡
は

現
在
、
譲
渡
を
視
野
に
準
備
を

進
め
て
い
る
。
補
助
事
業
の
処

遇
制
限
期
間
が
令
和
15
年
３
月

ま
で
だ
が
、
現
在
の
事
業
内
容

が
継
承
さ
れ
れ
ば
国
庫
返
還
は

不
要
。
経
営
状
況
を
十
分
見
極

め
具
体
的
な
作
業
に
入
っ
て
い

き
た
い
。

グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ
き
が
ね

の
売
却
予
定
額
の
根
拠
は

民
事
再
生
手
続
き
が
４
月
24
日

に
開
始
さ
れ
た
。
再
生
計
画
は

９
月
11
日
が
作
成
期
限
。
売
却

予
定
額
３
３
６
０
万
円
は
、
土
地

２
７
６
０
万
円
と
建
物
９
６
０
０
万

円
の
計
１
億
２
３
６
０
万
円
か
ら
解

体
費
８
０
０
０
万
円
と
新
館
の
改

装
費
１
０
０
０
万
円
を
控
除
し
た

も
の
。

旅
館
営
業
以
外
の
施
設
利
用
に
対

す
る
見
解
を
問
う

譲
受
人
の
応
募
が
な
い
場
合
は
関

係
者
と
裁
判
所
で
の
協
議
と
な
る

が
、
こ
の
施
設
は
関
金
地
区
の
振
興

に
重
要
な
施
設
。
近
く
に
ラ
グ
ビ
ー

場
も
で
き
る
計
画
で
、
存
続
を
強
く

望
ん
で
い
る
。

持
続
化
給
付
金
の
申
請
サ
ポ
ー

ト
支
援
を
！

持
続
化
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

市
文
化
活
動
セ
ン
タ
ー
に
国
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
が
開
設
さ

れ
た
。
ま
た
、
中
部
総
合
事
務

所
に
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
窓
口
を
設
置
し
、
申
請
完
了

ま
で
支
援
す
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
公
的
年
金
受

給
者
も
支
援
金
の
対
象
に
！

市
独
自
の
「
ひ
と
り
親
家
庭
支

援
給
付
金
」
の
対
象
か
ら
外
れ

る
公
的
年
金
受
給
者
へ
の
給
付

は
、
調
整
を
図
り
、
要
綱
の
中

で
整
理
し
た
上
で
、
議
会
に
諮

り
た
い
。

経
済
界
か
ら
の
提
言
・
要
望
を

受
け
止
め
、
市
政
に
反
映
し
た

い
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取

り
組
み
は
「
レ
ト
ロ
と
ク
ー
ル

の
融
合
に
よ
り
新
た
な
活
気
と

に
ぎ
わ
い
の
溢
れ
る
ま
ち
」
を

基
本
に
進
め
る
。
移
動
手
段
と

し
て
有
名
な
事
例
で
も
あ
る
輪

島
市
の
エ
コ
カ
ー
ト
利
用
の
取

り
組
み
を
よ
く
勉
強
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
後
は
、
Ｖ
字
回
復
の
取

り
組
み
の
一
つ
の
柱
と
し
て

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
活
用
す

る
。
観
光
は
最
も
被
害
を
受
け

た
産
業
だ
が
、
リ
セ
ッ
ト
し
て

外
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

も
含
め
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

み
た
い
。

公 新

公 新

公 新

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

■ 

小
中
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
課
題
に
つ

い
て

■ 

教
育
対
策
に
つ
い
て

■ 

農
業
振
興
に
つ
い
て

■ 

関
金
町
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

■ 

コ
ロ
ナ
感
染
症
「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

の
活
用
に
つ
い
て

問問 問問

問 問

問

答答 答答

答 答

答 答

問 問

問

答 答

答

※ＩCT…情報通信技術

※GIGAスクール(構想)… 義務教育を受ける児童生徒のために１人１台の学習用PCと高速ネットワーク環境を整

備する計画

福
ふ く い

井 康
や す お

夫
Fukui Yasuo

竺
じ く は ら

原 晶
し ょ う こ

子
Jikuhara Shoko

坂
さ か い

井 　徹
とおる

Sakai Toru

鳥
と ば

羽 昌
ま さ あ き

明
Toba Masaaki

山
や ま ぐ ち

口 博
ひ ろ た か

敬
Yamaguchi Hirotaka

鳥
と り か い

飼 幹
み き お

男
Torikai Mikio

■ 

打
吹
地
区
を
中
心
と
し
た
観
光

と
居
住
環
境
の
共
生
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て



2020.9 （8）（9）令和 2.9

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。

※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと

なっています。

【議案に対する質疑】

６月

令和２年

第５回

定例会

議員名 通　告 担当部局

米田 勝彦
Ｒ０2
一般
補正

老人福祉一般 健康福祉部

鳥飼 幹男

Ｒ０2
一般
補正

総合交通対策(支所) 総務部

Ｒ０2
一般
補正

観光施設維持管理事業 生活産業部

福井 康夫

Ｒ０2
一般
補正

観光施設維持管理事業（関金地区） 生活産業部

Ｒ０2
一般
補正

観光施設維持管理事業 生活産業部

大津 昌克

Ｒ０2
一般
補正

観光施設維持管理事業（関金地区） 生活産業部

Ｒ０2
一般
補正

観光施設維持管理事業 生活産業部

佐々木 敬敏
Ｒ０2
一般
補正

林業経営改善 生活産業部

竺原 晶子

Ｒ０2
一般
補正

総合交通対策（支所） 総務部

Ｒ０2
一般
補正

観光施設維持管理事業 生活産業部

手数料
条　例 倉吉市手数料条例の一部改正について 生活産業部

佐藤 博英

Ｒ０2
一般
補正

林業経営改善 生活産業部

Ｒ０2
一般
補正

体育施設維持管理 教育委員会

鳥羽 昌明
Ｒ０2
一般
補正

老人福祉一般 健康福祉部

山口 博敬

Ｒ０2
一般
補正

老人福祉一般 健康福祉部

Ｒ０2
一般
補正

高齢者生活福祉センター管理運営委託 健康福祉部

福谷 直美
工事
請負
契約

工事請負契約の締結について（ラグビーワールドカップ2019日本大会記念事業

倉吉市営ラグビー場移設工事）
教育委員会

斜
面
対
策
事
業
の
受
益
者
負
担

と
単
県
斜
面
崩
壊
復
旧
事
業
の

受
益
者
負
担
は
高
す
ぎ
な
い
か

単
県
小
規
模
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
の
基
本
負
担
率
は
20
％

で
あ
る
が
、
高
さ
30
ｍ
以
上
の

大
規
模
斜
面
関
連
事
業
で
あ
る

場
合
や
、
被
害
想
定
区
域
内
に

幹
線
道
路
や
鉄
道
、
福
祉
・
医

療
施
設
な
ど
が
あ
る
場
合
の
１

つ
に
該
当
す
れ
ば
10
％
の
負
担

率
に
な
り
、
２
つ
該
当
す
れ
ば

５
％
に
軽
減
さ
れ
る
。

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
な
の
で
は

医
療
機
関
へ
の
支
援
は
県
の
対

応
も
見
な
が
ら
取
り
組
み
た

い
。
鳥
取
看
護
大
学
・
鳥
取
短

期
大
学
の
学
生
に
は
ど
う
い
う

支
援
が
必
要
か
大
学
に
相
談
し

て
い
く
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
よ
り
学
校
と
の

協
力
体
制
を
強
め
た
い
。

避
難
所
の
あ
り
方
改
善
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ま
だ
完
璧
で

は
な
い
の
で
、
皆
で
点
検
・
改
善

し
、
地
域
の
中
で
ベ
ス
ト
な
方
法

を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
。
避
難
所
の
備
蓄
の
在
り

方
も
含
め
て
集
落
支
援
員
に
も

関
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
と
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
が
所
有
す
る
土
地
建
物
の
賃

料
は
減
免
す
る
か

各
種
支
援
金
制
度
の
利
用
を
想

定
。
市
と
し
て
お
金
を
徴
収
し

な
い
支
援
も
検
討
し
た
い
。

市
内
の
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
の

利
用
を
職
員
に
勧
め
る
考
え
は

職
員
に
も
す
で
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
も
い
る
と
思
う
。
地
域
の

活
性
化
に
一
市
民
と
し
て
貢
献
し

て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
た
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
拠
点
づ
く
り
に

取
り
組
む
考
え
は

コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
価
値
観
の
中

で
、
雇
用
の
機
会
を
増
や
し
、
若

者
や
人
材
の
流
出
を
防
ぐ
た
め

に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

通
信
環
境
の
整
備
も
必
要
。
検

討
し
た
い
。

創

創

日

■ 

防
災
に
つ
い
て

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
中
で
の
市
民
の
現
状
と

支
援
・
対
策
に
つ
い
て

■ 

倉
吉
市
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

■ 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
種
支
援
金
に
対
す
る
市
の

対
応
に
つ
い
て

■ 

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問

問

問問

答

答

答答

問

問

答

答

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　
無
…
無
所
属

佐
さ さ き

々木 敬
た か と し

敏
Sasaki Takatoshi

米
よ ね だ

田 勝
か つ ひ こ

彦
Yoneda Katsuhiko

佐
さ と う

藤 博
ひ ろ ひ で

英
Sato Hirohide

工事
請負
契約

手数料
条　例

Ｒ０2
一般
補正

議案第56号 令和2年度倉吉市一般会計補正予算（第3号）

議案第59号 倉吉市手数料条例の一部改正について

議案第63号 工事請負契約の締結について（ラグビーワールドカップ2019日本大会記念事業倉吉市営ラグ

ビー場移設工事）

…

…

…

傍聴にお越しの際には、次のことにご留意ください。

傍聴前の検温をお願いします。 健康状況シートへ記入をお願い

します。

マスクを着用してください。
隣の人と１メートル以上離れて
座るようにしてください。

入場前の手洗いと、入場時の

アルコール消毒を徹底

してください。

本 会 議 及 び 委 員 会 な ど を 傍 聴 す る 方 へ の お 願 い
(新型コロナウイルス感染防止対応策について)

　なお、本会議についてはケーブルテレビ

放送(日本海ケーブルネットワーク・121ch)

を行っていますのでご活用ください。
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【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問や不明確な点を問う発言をいいます。自己の

意見を述べることはできません。倉吉市議会では質疑回数は１議題５回までとなっています。

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。

※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと

なっています。

【議案に対する質疑】

通
い
の
場
と
は

高
齢
者
が
日
常
的
に
集
ま
る
場
所

で
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
「
健
康
教

室
」
な
ど
を
指
す
。
現
在
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
休
止
状
態
も
多
い
が
、
感

染
予
防
を
講
じ
て
早
期
に
再
開
し

た
い
。

健
康
状
態
の
管
理
と
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
25
の
質
問
に

タ
ッ
チ
し
て
答
え
る
と
、
運
動
・

栄
養
・
口こ
う
く
う腔

・
閉
じ
こ
も
り
・
物

忘
れ
・
う
つ
の
６
項
目
に
つ
い
て

健
康
状
態
が
整
理
さ
れ
る
。
こ
の

推
進
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

市
町
が
仲
介
し
森
林
所
有
者
と
森

林
組
合
な
ど
の
林
業
経
営
者
と
を

つ
な
ぐ
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
が
開
始
さ
れ
た
。
管
理
シ
ス
テ

ム
で
は
計
画
図
や
傾
斜
の
状
況
な

ど
の
デ
ー
タ
が
検
索
で
き
、
森
林

施
業
の
生
産
性
の
向
上
が
期
待
で

中
で
低
下
や
症
状
が
み
ら
れ
る
項

目
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
改
善
す
る

た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
、

そ
れ
を
使
っ
て
自
宅
で
健
康
管
理

が
可
能
。

記
録
の
保
存
方
法
お
よ
び
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は

健
康
記
録
は
端
末
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

サ
ー
バ
ー
に
保
存
さ
れ
る
。
記
録

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
２
回
の
パ
ス

ワ
ー
ド
入
力
が
必
要
。
ま
た
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
自
動
更
新

で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
問
題
な
い
。

き
る
。
管
理
が
で
き
な
い
場
合
も

市
に
管
理
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、

森
林
整
備
が
進
む
と
考
え
る
。

中
部
の
場
合
、
１
市
４
町
で
一
つ

の
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
県
が
２
分

の
１
、
市
町
が
２
分
の
１
を
均
等

に
負
担
し
て
運
営
す
る
。

推
進
員
の
役
割

推
進
員
は
、
意
向
調
査
の
支
援

や
、
地
元
説
明
の
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
調
査
結
果
の
集
積
・
分
析

や
、
不
明
所
有
者
の
探
索
、
市
が

間
伐
な
ど
必
要
な
経
営
管
理
を
行

う
べ
き
と
判
断
し
た
森
林
に
つ
い

て
、
所
在
や
状
況
、
経
営
管
理
の

方
針
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
経
営

管
理
兼
集
積
計
画
の
作
成
支
援
な

ど
を
想
定
。
ま
た
、
市
町
の
要
望

を
聞
き
取
り
な
が
ら
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
予
定
。

一
般
的
な
休
業
補
償
の
考
え
方
を

基
本
と
し
て
い
る
。
前
年
度
の
売

上
総
利
益
を
年
間
日
数
で
除
し
て
１

日
当
た
り
の
額
を
出
し
、
そ
の
額
に

休
業
日
数
を
乗
じ
て
算
出
し
た
。

従
業
員
へ
の
休
業
補
償
は
適
切
に

な
さ
れ
て
い
る
か
？

雇
用
調
整
助
成
金
の
活
用
に
よ
り

休
業
手
当
は
適
切
に
支
給
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

有
限
責
任
事
業
組
合
は
国
の
持
続

化
給
付
金
の
対
象
か
？

持
続
化
給
付
金
の
適
用
に
関
し
て

確
定
的
な
返
事
が
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
市
と
し
て
も
県
を
通

じ
て
経
済
産
業
省
へ
要
望
し
た
。

補
助
金
の
内
訳
や
工
事
内
容
は

補
助
率
３
分
の
１
で
、
残
り
は
地
方

債
。
当
初
予
算
は
２
億
８
０
０
０
万

円
余
り
を
計
上
し
て
い
た
。
土
木

工
事
が
１
億
９
２
５
０
万
円
で
、

建
築
工
事
は
別
で
約
２
９
７
０
万

円
で
契
約
し
て
い
る
。

完
成
お
よ
び
使
用
開
始
は

令
和
３
年
３
月
25
日
完
成
を
予
定

し
て
い
る
。
芝
の
養
生
期
間
な
ど

も
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
令
和
３

年
６
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
供
用
開
始

と
な
る
。

せ
き
が
ね
湯
命
館
、
せ
き
が
ね
簡

易
宿
泊
施
設
湯
楽
里
の
休
業
補
償

額
の
算
出
根
拠
は

市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
の
名
称
も
、
事

業
名
と
同
じ
も
の
に
な
る
の
か

ラ

グ

ビ

ー

ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

２
０
１
９
の
人
気
で
国
の
補
正
予

算
が
措
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ラ

グ
ビ
ー
競
技
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
が
補

助
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
補
助
金

を
活
用
す
る
た
め
、
工
事
名
称
は

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
日
本
大
会
記
念
事
業
倉

吉
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
移
設
工
事
」

と
し
た
。

市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
に
は
、
完
成
後

に
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
日
本
大
会
記
念
事
業
」

と
入
っ
た
看
板
が
設
置
さ
れ
る
。

１
１
０
０
万
円
と
の
差
額
。

減
収
の
対
策
は

今
後
駐
車
場
の
利
用
の
適
正
化
な

ど
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
１
年
間
の
収
支
が
ど
う
な

る
の
か
確
認
し
、
補
正
予
算
で
の

債
務
負
担
行
為
の
変
更
も
含
め

て
、
４
年
間
の
健
全
経
営
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

エ
キ
パ
ル
倉
吉
へ
の
休
業
補
償
な

ど
の
支
払
い
の
根
拠
に
つ
い
て

各
指
定
管
理
施
設
の
補
償
・
補
て

ん
の
考
え
方
は
市
と
各
指
定
管
理

者
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
指
定

管
理
協
定
の
リ
ス
ク
分
担
で
定
め

て
い
る
。
休
業
補
償
に
つ
い
て

は
リ
ス
ク
分
担
の
中
の
不
可
抗
力

リ
ス
ク
に
、
駐
車
場
の
損
失
補
填

に
つ
い
て
は
リ
ス
ク
分
担
の
中
の

需
要
変
動
リ
ス
ク
に
該
当
す
る
た

め
、
今
回
補
正
予
算
の
計
上
を

行
っ
た
。

エ
キ
パ
ル
駐
車
場
の
損
失
補
て
ん

５
３
９
万
６
０
０
０
円
の
内
訳
、

算
定
根
拠
に
つ
い
て

近
隣
駐
車
場
整
備
前
１
年
間
の
利

用
料
総
額
約
１
６
４
３
万
円
と
、

整
備
後
の
年
間
利
用
見
込
み
額

─ 

通
い
の
場
な
ど
を
活
用
し
、
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
高
齢
者
の

健
康
状
態
の
把
握
や
、
フ
レ
イ

ル
予
防
の
普
及
・
促
進
等
を
推

進
す
る
。

─ 

６
月
か
ら
県
が
設
置
す
る
「
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進

セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
経
費
を
負

担
し
、
当
該
管
理
シ
ス
テ
ム
の

推
進
を
図
る
。

─ 

指
定
管
理
施
設
へ
適
切
な
補
償

等
を
行
い
、
当
該
施
設
の
早
期

の
安
定
運
営
を
図
る
。

─ 

県
立
美
術
館
建
設
に
伴
う
市
営

ラ
グ
ビ
ー
場
の
移
設
工
事
を
締

結
す
る
こ
と
に
つ
い
て

─ 

指
定
管
理
施
設
へ
適
切
な
補
償

等
を
行
い
、
当
該
施
設
の
早
期

の
安
定
運
営
を
図
る
。

老
人
福
祉
一
般

林
業
経
営
改
善

観
光
施
設
維
持
管
理
事
業

(

関
金
地
区)

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
日
本
大
会
記
念
事

業
倉
吉
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
移
設

工
事
）

観
光
施
設
維
持
管
理
事
業

補
正
前

10
億
２
０
７
０
万
円

補
正
額

３
０
７
万
円

補
正
前

41
万
円

補
正
額

49
万
円

補
正
前

９
７
１
万
円

補
正
額

７
７
４
万
円

契
約
金
額

１
億
９
２
５
０
万
円

補
正
前

６
１
４
万
円

補
正
額

５
５
０
万
円

QQ Q

Q Q

Q

Q

Q

Q

Q

QQ

QQ

AA A

A A

A A

A

AA

A

A

AA

主
な
質
疑
・
答
弁

※ 

編
集
委
員
が
執
筆(

要
約)

し
た
も
の
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

市営ラグビー場完成イメージ図
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議会だよりの表紙写真募集中

　倉吉市内で撮影された季節が感じ

られる写真で、市を紹介できる作品を

募集しています。詳細は倉吉市議会

ホームページをご覧ください。

【送付先】 〒６８２－８６１１

　　　　　倉吉市葵町７２２

　　　　　倉吉市議会事務局

電子メール：gikai@city.kurayoshi . lg. jp

あなたの写真で
表紙を飾ろう！

【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務

は多岐にわたり、専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、分科的に

調査・審査します。

【常任委員会】
６月

令和２年

第５回

定例会

※議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に

は
、
２
件
の
議
案
と
１
件
の
陳

情
が
付
託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

総
合
的
な
相
談
体
制
の
拡
充

を
図
る

　

議
案
第
56

号 

令
和
２
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
審

査
で
は
、
民
間
認
定
こ
ど
も
園

の
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
に
お
け
る
フ
レ
イ

ル
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
市
営

庭
球
場
改
修
工
事
に
つ
い
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
63

号 

工
事
請
負
契

　

生
活
産
業
常
任
委
員
会
に

は
、
６
件
の
議
案
と
１
件
の
陳

情
が
付
託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

の
Ｐ
Ｒ
を

　

議
案
第
56

号 

令
和
２
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
の
当
委
員
会
の
所
管
す

る
部
分
の
審
査
で
は
、
市
内
観

光
施
設
の
休
業
補
償
・
損
失
補

て
ん
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
の

指
定
管
理
の
あ
り
方
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

よ
り
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
に

は
、
議
案
２
件
、
請
願
１
件
、

陳
情
２
件
が
付
託
さ
れ
、
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

　

明
治
町
２
丁
目
雨
水
排
水
ポ

ン
プ
施
設
に
つ
い
て
、
令
和
元

年
度
か
ら
工
事
に
か
か
り
、
６

月
に
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

４

月
豪
雨
（
４

月
12

日
～
13

日
）
災
害
で
は
、
農
地
、
農
業

用
施
設
、
林
道
災
害
の
対
応
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
合
交
通
対
策
な
ど　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

教育福祉常任委員会

委員

鳥飼 幹男 委員長

竺原 晶子 副委員長

伊藤 正三 委員

大月 悦子 委員

藤井 隆弘 委員　

所管 健康福祉部、教育委員会

約
の
締
結
に
つ
い
て
、
関
金
総

合
運
動
公
園
に
移
転
さ
れ
る
市

営
ラ
グ
ビ
ー
場
工
事
の
整
備
内

容
、
予
算
な
ど
に
つ
い
て
執
行

部
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
提
言
の

あ
っ
た
倉
吉
市
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
給
付
金
に
つ
い
て
、
事
業

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
し
、

公
的
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る

こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
な
い
者
も
支

給
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
、
陳
情
第
14

号
は
全
員
賛

成
に
よ
り
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

ム
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
始

ま
る
こ
と
か
ら
、
委
員
か
ら
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｒ

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
向
上
を

　

議
案
第
59

号 

倉
吉
市
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

で
は
、
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
進
め
る
た
め
の
広
報
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
説
明
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
執
行
部
か
ら
公

民
館
な
ど
に
出
張
し
て
申
請
を

受
け
付
け
る
よ
う
に
す
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

陳
情
の
結
果
に
つ
い
て

　

陳
情
第
12

号 

最
低
賃
金
の
改

善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

は
、
趣
旨
採
択
動
議
は
賛
成
少

数
に
よ
り
否
決
さ
れ
、
採
決
結

果
は
賛
成
者
な
し
に
よ
り
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

案
の
う
ち
、
倉
吉
市
関
金
ス

ク
ー
ル
バ
ス
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
ま
た
農
林
水
産
業
単
独

災
害
復
旧
工
事
の
補
正
予
算
に

つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
倉
吉
市
関
金
ス
ク
ー
ル
バ

ス
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
通
学
費
助
成
事
業
と
の

調
整
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
案
件
な
ど

　

議
案
第
61

号 

倉
吉
市
打
吹
玉

川
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
建
築
基
準
法
の
制
限
の
緩
和

の
条
例
改
正
が
審
査
の
結
果
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
の
結
果
に
つ
い
て

　

請
願
第
１
号 

地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て
は
異
議
な
し
に
よ
り
採
択
。

陳
情
第
11

号
は
趣
旨
採
択
、
陳

情
第
13

号
に
つ
い
て
は
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

総務建設常任委員会

委員

福井 康夫 委員長

鳥羽 昌明 副委員長

大津 昌克 委員

佐々木 敬敏 委員

佐藤 博英 委員

所管

総務部、建設部、会計課、 

上下水道局、議会事務局、 

選挙管理委員会、監査委員、

公平委員会

生活産業常任委員会

委員

福谷 直美 委員長

丸田 克孝 副委員長

坂井  徹 委員

山口 博敬 委員

米田 勝彦 委員

所管 生活産業部、農業委員会

（13）令和 2.9

倉吉市議会では クールビズ 実施中　実施期間 ５/１～１０/３１

　倉吉市議会では、地球温暖化防止のための取り組みを行っています。今年も５月１日か

ら10月31日までの間、本会議・委員会などの諸会議において、クールビズを実施していま

すので、ご理解ご協力をお願いします。
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　　 審議の結果

　　 審議の結果

【議案等の議決結果】
６月

令和２年

第５回

定例会

　６月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は１件でした。

議員個人の評決は以下のとおりです。なお、表に掲載していない議案等は、

全会一致で可決しました。

賛否の内訳

　　

無

賛
成
反
対

議
決
結
果

福
谷 

直
美

藤
井 

隆
弘

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

丸
田 

克
孝

福
井 

康
夫

竺
原 

晶
子

坂
井 

徹

鳥
飼 

幹
男

鳥
羽 

昌
明

山
口 

博
敬

米
田 

勝
彦

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

伊
藤 

正
三

番号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

請願 第 1号
地方財政の充実・強化を求める意見書
提出について

採択
（総務建設）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 14 0 採択

陳情 第 11号
倉吉市議会常任委員会等のインター
ネット中継等を求める陳情

趣旨採択
（総務建設）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ー 13 1 趣旨採択

陳情 第 12号
最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める意見書提出について

不採択
（生活産業）

○ ○ ○ ○ ○ × × 〇 ○ ○ ○ × ○ × ー 10 4 不採択

陳情 第 13号
検察官の定年延長に係る閣議決定の
撤回を求める意見書提出について

不採択
（総務建設）

○ ○ ○ ○ ○ × × 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ー 11 3 不採択

陳情 第 14号

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度2分の1復元をはかるための、
2021年度政府予算に係る意見書提出
について

採択
（教育福祉）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ー 14 0 採択

請願・陳情の結果

○賛成、　×反対、　※退席・除斥、－議長のため表決に加わらず

　　

無
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議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議案 第 56号 令和2年度倉吉市一般会計補正予算(第３号) ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ー 13 1 原案可決

【
会
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無
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【臨時会とは？】  突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の事件に

限ってこれを審議するために、臨時招集される議会のことをいいます。　　

令和２年５月第４回臨時会 議案等の議決結果

令和２年７月第６回臨時会 議案等の議決結果

５月

令和２年

第４回

臨時会

７月

令和２年

第６回

臨時会
　令和２年７月第６回倉吉市議会臨時会が７月31日（金）に開催され、令和２年度倉吉市一般

会計補正予算などについて審議されました。

　令和２年５月第４回倉吉市議会臨時会が５月29日（金）に開催され、令和２年度倉吉市一般

会計補正予算などについて審議されました。

 議案番号 件　　　名 議決結果

議案 第 52号 専決処分について（倉吉市税条例の一部改正について） 承認

議案 第 53号 専決処分について（令和２年度倉吉市国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号)） 承認

議案 第 54号 専決処分について（倉吉市国民健康保険条例の一部改正について） 承認

議案 第 55号 令和２年度倉吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

 議案番号 件　　　　名　　 賛成 反対

議案 第 83号 令和２年度倉吉市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案 第 84号 倉吉市基金条例の一部改正について 原案可決

委員

 福谷 直美 委員長、大月 悦子 副委員長、 

伊藤 正三 委員、大津 昌克 委員、 

鳥羽 昌明 委員、藤井 隆弘 委員、 

丸田 克孝 委員

委員

 坂井 徹 委員長、米田 勝彦 副委員長、 

佐々木 敬敏 委員、佐藤 博英 委員、 

竺原 晶子 委員、鳥飼 幹男 委員、 

福井 康夫 委員、山口 博敬 委員

県立美術館整備推進調査特別委員会中心市街地活性化調査特別委員会

　リス舎跡地を含む建設予定地周辺の利活用

などについて意見が交わされました。

　執行部からは、庁内に検討プロジェクトチー

ムを立ち上げたこと、今後のスケジュールにつ

いて、令和３年度で整備構想・基本設計を作

り、令和４年度には実施設計、令和５年度で整

備を行い、令和６年度の開館までに周辺の整

備完成予定との報告がありました。

　委員からの「広く市民の意見を集約し、いい

アイデアを聞き取れないか」との意見には、執

行部から「総合計画の対話集会などを利用で

きれば」との回答がありました。

　７月末には地元青年経済団体の代表者との

意見交換を考えています。

　中心市街地活性化基本計画を念頭に置き、

着実な事業実施を求めていくと同時に各種提

言を行うことを確認しました。

□基本的考え方

　人があふれた活発な商業活動と並行し、

住み心地よいまちづくりを図っていく。

□取り組むべきテーマ

　１　 点在する観光スポットの回遊策およ

び住民との連携策の検討

　２　 回遊に結び付く各種様式、周遊交通

対策、情報発信などの環境整備

　３ 　回遊ルート内の飲食を含むもてなしの確立

　４　古民家、空き家、ゲストハウスなどの利活用

□その他

　観光振興の観点から、中心市街地と密な関

係にある関金エリアの観光素材の利活用も含

めて検討します。

【特別委員会とは？】

　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

【特別委員会】
６月

令和２年

第５回

定例会
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第７回  倉吉市議会定例会

【会　　期】 ８月31日（月）～９月16日（水）

【会議日程】

月日
曜
日

会議

区分
時 間 内　容

８月31日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明

９月１日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

2日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

3日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

4日 金 予　備　日

5日 土 休　　会

6日 日 休　　会

7日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

8日 火 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑〜

委員会付託

9日 水 予　備　日

１0日 木 委員会 常任委員会（予定）

１1日 金 委員会 常任委員会（予定）

12日 土 休　　会

13日 日 休　　会

14日 月 予　備　日

15日 火 議事整理日

16日 水 本会議 午前１０時
委員長報告〜

付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

　 ※ 録画放送は開催日の午後７時から。

　本「倉吉市議会だより」内の『市政に対する一般

質問』は、各議員が原稿を作成し、ほぼそのまま

掲載しています。▼『議案に対する質疑』は議員が

通告したものから主な質疑を編集委員で選び、担当決めを

してテープを聞きながらまとめます。▼『常任委員会・特

別委員会』は各委員長が原稿を作成します。▼こうして全

議員の協力を得つつ「市民の皆さんに分かりやすい議会報

告を」と努力しておりますので、ご意見ご感想をお寄せく

ださい。また、お出かけの際には、議会だよりの表紙を飾

る写真を撮影し、応募していただけると嬉しいです。よろ

しくお願いします。（編集委員　竺原 晶子）

※ 倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。

最新の会議情報、議長日程、議員名簿、市

議会だより、会議録検索システムなどを掲載

しています。 

。 倉吉市議会

― 新型コロナウイルス感染症の飲食業へ

の影響は

　２月末から徐々に売り上げが落ち、４月に県内で

感染者が出ると、さらにガクンと落ちました。飲食

業には地代家賃を払っている方が多く、こういった

状況を乗り切るには規模の縮小や借り入れをせざ

るを得ない厳しい状況です。

―市や議会に望むことは

　飲食業はお客さんと一番近く、お客さんが離れる

と影響がすぐに出ます。市や議会には、現場の状況

を理解していただき、無利子期間や返済期間の延長

など、しっかりとした支援をお願いしたいです。

　私が実行委員長を務める「ばえん祭」は今年で

第10回の節目を迎える予定でした。地域を元気に

しようという思いで始め、ステージや路上イベント

のほか、屋台の充実に力を入れてきました。しかし

実行委員会でも悩んだ末、このような状況なので来

年に延期することに決めました。

　こうした屋外イベントのガイドラインを作成し、

開催の後押しもお願いしたいです。皆さんが屋外

で活動できるようになると、外食やまち歩きに繋が

り、皆さんの閉塞感を打破できると思います。

―これからの倉吉は

　全国的にテレワークなどの働き方が増えました

よね。時間や場所を選ばない働き方は、倉吉にとっ

てはチャンスではないでしょうか。通信網を整備し

テレワークの拠点などをつくれば、それに特化した

まちづくりができると思います。例えば関金町であ

れば旧山守小学校を利用するとか。自然、温泉、民

泊などを連携するといいと思います。

―若い人たちへメッセージをお願いします

　私は県外に一度出ましたが、飲食業というやりた

いことを見つけ、倉吉に帰ってきました。皆さん、や

りたいことを見つけてください。それに一生懸命に

なれば、達成するとは限りませんが、少なくとも近

づくことはできます。自分が目標を持ってやる努力

はどんなに辛くても辛いと思わないものです。

　新型コロナウイルス感染症の影響により苦

しい経営を強いられている飲食業関係者の

声を取りまとめ、県と市に要望を出された加

藤正義さんにお話を伺いました。


